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Mを非有界かっ多重劣調和な exhaustion 曹を持つ m孟 2 次元連結複素多様体とする。ここでカレン
ト e = (ddC wt- 1 が正則拡散過程を生成し，それが適切なVについての擬球に確率 1 で到達するように
次の二つの条件を曹に課する。第一の条件はある擬球{曹三五 C} の外部の任意複素局所座標近傍の上で
Lebesgue 測度が正の Radon 測度。 ^dtp'こ対して絶対連続となるような強多重劣調和関数 P が{暫
>C} に存在することであり，第二の条件は {w>c} において不等式 (ddC 暫 )m 豆 ρ(明。 ^dW^dCW
がみたされることであるO ただし ρ は (c ，∞〕上の非負連続関数で，微分方程式 g;(x)=-ρ(x)g: (x) 




M上の取(総 u(z))j gρ(R)= 0 をみたす多重劣調和関数u は定数に限る。
この主定理の応用として極を持つ Kähler 多様体の radial curvature に適当な条件を与えれば次の
Liouville 型定理が導出できることがわかるo
(系)
Mを極を持つ複素次元n 孟 2 の Kähler多様体， r を極からの距離関数とするO
radial curvature kがある正定数 δ<1/(9 n-1) と a>exp (2 (1 + 2δ)) について不等式
Ikl;豆 δ/( r + a /log ( r"+ a )を {r> O} 上でみたすならば Fm(Ill~~ u(z) )/loglogs= 0 をみ
S→∞ r (z迄 s
たす多重劣調和関数u は定数である O










すなわちMを多重劣調和な exhaustion function φ をもっ n(ミ 2) 次元連結複素多様体とするとき，
ψ に一定の大域的条件を課すとカレント (ddCψ )n ー 1 の定めるディリクレ形式に対応する正則拡散過程
は再帰的となり，その結果M上の多重劣調和関数が有界かもしくは再帰度に応じた増大度しかもたなけ
れば定数に限ることが本論文において示されている O φ に対するこの大域的条件はMが c n に十分近い
ことを意味する条件であるが極をもっ K泊ler 多様体で cn との解析的同型性がわかっていないもので
この条件を満たす例が構成されている。
近年正則拡散過程は多重劣調和関数の局所的性質の研究に応用されてきたが，このような大域的性質
の研究への応用は初めてであり確率過程論への貢献は大きし」
又得られた結果は幾何学的にも新しい内容をもっ興味、深いものであるO このように金子君の論文は理
学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるo
